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水稲の濯抵に関する研現第 4録。
吉岡金市
1・研買の際題 水輔の瀧概t:.闘する研究、
は、水稲の各々の生育段階に於τ必要なるi接j既
水の量そ確めるこさが肝要である.しかし、従
来の研究は、描水曜滋を前捷ざしたものが多
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水分を異にする研究では、水稲の金生育期聞を り、それにl'ポット首2・5kgの首所岡舗の風乾
遁じて土壌水分を一定に侭っすこ場合の研究が主 土tこ、肥料さして茶種油粕ld，grそ混合したもの
値であった。然引こ、現賓の水稲作が島近特に を入れ、 6局 18に所定の土壌水分を保有せし
要講じてゐるさころの水稲の溜翫に闘する研究 めて水稲旭種を浸種せ安して9粒宛播種し、董
め課題は、.陸箇ftに於ても、水稲の姿間車矯に~，芽後間引き 3:.存立さした，そLて1週間毎t二生
於ても節水義培t三於ても、早害針策に於τも、 育調査し、最後に4.¥:量調査.:a>仔った。昭和19年
土地改良さ機槌揚水に於て4、溜池の設計さそ 度の筑象録件は、lこの賓輸にさって最も重要訟
の水利に於ても、7.}(稲の生育の各々の段階に於 6，7月の写ヶ月聞に殆ゐr降雨がな〈て晴天ず
tる湛瓶水φ必要なる時期さ量さ炉開する科身長 騎舎、 8月中哩に始めて降雨があったので、こ
的対1見なのであるが、それが査〈紋除してゐた の貰験にさつτは側めて好都合でゐり、錐つτ
のである そ託故に、吾4は、昭和16年度の穏 との貰喰は極めて純化され大形に於て進めるれ
作から水制0#:育め各々の段階に於付る瀧j低水 ためりである.
の必要1.i:1.五時期さ量さに開する研究を横行L、 $研賓の議場畏
そめ結果は既t二「農皐研究」にそれぞれ報告し ~1 ~ 満潮の方法さ生育さの関係 i謹瓶の方法
来った(鼻1..:-3報)衣第二Pあるが、ここにはそ さ生育さの闘係は、第2，3表に示す如くであ
の第4l手自の昭和19年度の置醸成績を報告しτ る.先づ草丈についてみるに、潜水瀧概した6
沿かふさ恩ふ. 匝の8月2日迄の生育t!、土壌水づ'r"70%の2匝
2・研買の方法 7R慣のi磁滑に闘する研究 に劣り、特に、その初期に於τ著し〈劣ってゐ
は、研究課題の性質さ研究技術の現段階で以降 るが、 8 月 9 日以後は、 t~水漉甑のものが土壇
水を遮断しfこがクト詰厳によって、瀧漏水の支 水分76%のものよりも優れてゐるc而し乍ら、
配さ、:その補拾を秤量じて行はなりればならな 初めから議7RiV麗したものは、 8月2-9日迄
いニさはいふまでもない.香hが昭和16年以来 土壕水分を 70%さし、それ以後湛*i謹j銃した
く64) 汽能署員研究第~程修2扱 64-66頁 1947)
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綱引日 11i 2 I 3 I 4 I 5 f6 1 7 1 8.1 9 110 111 112 113114 ¥ 1& 16 
6. 14 15.4 14.2 15.4 15.4 lS-1 6.9 16.8 15.3 15:3 14.2 16.2 14.0 15.0 1M 16.0 16.1 ，
21 24.2 27.7 28.0 29.8 33.4 26.5 28.8 28.9 21.2 28.0 29.8 28.3 30.0 28.5 28.7 29.8 
28 34.4 33.2 34.4 34.8 36.9 3]，5 35.1 35.8 34~4 34.4 35.1 34.2 36.8 35.1 34.7 35.0 
7. 5 45.'7 45.2 46.4 46.9 .4.2 34.0 42.3 44.8 42.Q 40・0 46.6 46.3 50.0 47.0 47.5 4&4 
12 国.7 54:3 同.5 64.9 53.0 38.3 47.9 49;1 50.5 45.2 53.0 54.7 60.6 56.1 5506 日.3
19 前.8 61.2 鴎.8 61.1 55.0 46.6 51.5 52.4 52.5 47.4 56.9 61.6 63.3 64.0 64.6 61.6 
26 59.1 64.5 62.3 62.7 57白8 57.'1 55.7 55.0 55.0 ω.5 61.7 回.2 70.0 67.3 69.2 67.1 
8. 2 回.1 67.9 64.4 8ー.2 60.1 制.7 61.2 61.6 62.2 59.0 前.8 70.5 77.5 79.2 75.1 74.6 
9 62.2 68.9 71.8 71.1 68.2 71.6 66.5 66.5 67.0 町.5 68.8 70.7 79.7 回'4 ~.o 7?0 
-16 63.0 70.0 73.7 72.S 70.7 73.3 72.3 69.5 72.6 71.0 72.2 74.8 82.4 83.6 81.5 78.5 
23 63.0 71-0 75.8 7:5.2 74.5 79.8 74.7 74.0 76.9 74.4 79.5 130.5 83.8 回.9 84.8 回.8
30 63.0 'i'l.0 76.9 75.3 76.2 80.4 75.3 76.8 78.5 76.2 81.5 国.1 84.5 卸.3 85.6 ‘83.9 
9. 6 63.0 72.2 77.5 75.3 7.3 80.6 75.6 79.1 81.2 78.3 82.5 84.7 84.9 84-'7 85.8 84.7 
13 回.0 73.0 '17.5 75.5 77.9 81.7 77.7 82.0 邸.1 79.0 84.2 87.8 91.6 87.1 89.3 86.5 
20 63.0 '73.7 77.6 75.6 78.5 82.2 78.8 回.5 88.0 79.6 回.2 92.3 部.2 8.6 部 7 88.4 
27 63.0 73.7 77.6 75.6 78.5 回.2 78.8 83.5 88.0 市.6 85.2 位 3 舗.2 88.8 90.7 89.0 
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15， 16匝に比すれば8月9日以後民連tも一般
に劣づてゐる.叉、 7...1・匿に於τは8月上旬
の草丈拡大障措水薩誕を早〈始めずニもの程劣つ
Tゐる。
~IC分奇警に就τみるに、活水瀧混じた 6匝も
土壌水宅70%の2匝も大差ない.叉7-:'lB厘tこ
於τは靖種後3週間目の6月22日殺すちi甚水種調
冶始めた 9'匿の有効分襲般が最も少〈、其分譲
- 25- く66)
停止の時期も最も早〈、 7月13日から湛水直視
冶始めた12匿の分襲組数が最も多かつ?とが其有
数分襲歩合は最も低く、内月 3日及ld日からi甚
水濯理l~始めた 15， 16匿の分察組践は30.32，5
P本w有妓分離散は何れも 22・5本でSうる.ままで特
に注目すべきは土壊水分70%の2匝、活水濯概
の6臣、 8月9日蓮土壇水分早d%とし8月10白
から湛水護世じた 6匝の分藤本監さ有蚊分葉監
全〈間被である。見、土語農水分1M%の5匝の
枚量の少いこさ及6月下旬主り湛水産j既.r始め
た9匿の牧量が少いこさ、そLて;8月上旬迄ば
それより後れて潜水漕j慨するk従っτ牧量.r増
すこさも亦前317年の貰醸成績さ同様である。
4.摘 要昭和16年以来観行じfこ水稲の生
育の各kの段階に於τ潜概水の必要な時期さ量
三に闘する研究の結果問明し得たさころの賓用
ぎに大差がないこさである， 的に慣値ある語6-a摘記'すればきたの如5である.
(2)瀧i低の方法さ』政量さの闘係溜j慌の方法 ‘ (1)水稲三雌色 8月上旬の幼穂形成明前迄は
さ牧量さの関係は4表のま口<-e、土壌水分70忽 土壌水分を飽和水量の70%に保つ程度で1甚水謹
第 4 表瀧 i既方法さ牧量さの閥係
二1
Ef?町1 1 2 I 31 4 51 61 71 B I 91釦|川ペペ川引ぉj
出 穂 電量 241 22 19 16 12 22 15 15 17 19i 19 19 23 23 
曹羊 長 cm 31.2137.2 .41.0 '16.1 46.6 50.7 51.2 51.9 50.3 51.9 回.4.62.4 57.6 56.7 '54.8 
穂 長 cm 10.8i 1.9 12.8 13.7 14.1 14.5 14.6 14.0 14.6 14.5 15.21 14.3 15.1 15.0 16.G 
0. 靴 般 7761 888 868 771 585 1189 781 789 820 92o 11281107自1167 1249 お04
1 .のty.粒叡 32 40 45 ¥ 48 49 54 54 53 60 53 54 61 57 61 日 58 
軍主 賓 籾粒量史 回1 737 714 675 472 993 682 695 560 696 819 1∞7 891 1046 1112 1207 
館賞叙重量 gr lQ.28:16.82 16.30 16.41 11.66 25.21 18.02 18.51 15.42 18・5121お 26.95 22.28 21.68 29.39 31.6S 
値膏籾10CO.粒蛮量 gr 20.52 22.回22.83 24.31 24.70 25.39 ~6.42 27.54 26.59 26.凶26.7525.01 26.46 26.43 26.25 
枇 粒 It 275 151 154. 96 113 196 99 94 105 124 107 121 187 121 137 9'1 
繕申E物重量 gr 40.6 55.0 44.4 44.1 35.0 64.5 44.2 46.6 40.] 44.4 51.5 66.5 63.4 70.3 71.1 70.4 
館賞級建量t/縫乾物重量生e町 0.250・310.37 0.37 0.33 0.39 0.41 0.40 0.38 0.42 0.41 0.41 O.お 0.39 1'.41 0.45 
比総指11
651 75~ 731 491叫 61村田1 691' 781 箔 911 981吋叫
411 671 6~ 651 461吋_711 731 611 731 851 1o't_881 11い~
の2置さ活水温j低の6匝ご月月 9a迄絃土壌水
分70%で8月。日から活水潜概した16匝さは出.敬22-23で大差がないのiこもかかはらす事、着
〆ð~籾粒敷さ結貰籾重量I'l: fま箸Lい差がある.と
のこさは8月上旬の幼徳形成期以後の構水識調
の怠要性を示サもので、それは1穂の粒敷にも
..~檀的 tこあらはれでゐるl 籾の縄封量生量のみな
【3歩、更に楓乾物重量に劃する結賓籾重量の割
台民ついτみても 2匝が".31に封しを、 8匡はa
0・39・16匝は0・45である。8月上旬幼穂形成増筒
おの生育は土壇:，}(分70%の2匝が構J}(漉概の6
艇に比しτ優れてゐfこが、告の後@生長さ結賓
で:は 6 医 b~優れるやうになるけれども、 8 月上
旬から湛水産概した16匝は、はじめから湛水瀧
出した6匝よりも〉りよき生育をなし、より多
i の牧量';r粛すこさは、前3ヶ年。質強成績さ
j既のものに劣らぬ津育をなすこさ。
(2)水間の生育の初期を土壇水分70%とし、
8月上旬の幼穂形成期から湛水瀧概すれば、 ，初
めから活水産i既しfこものに劣らぬ放置を冒すこ
『、
'-0 
(3) 7]<稽の金生育期間;rt甚水濯概したものは
生育の初期に於ては土壌*分70%のSのに劣る
が、 8月上旬のがJ穂形成期以後に於℃は土壊水
分70%のものより優るけれEも、 8月上旬£で
土壌水分を70%さし、その後描水瀧海しずζもの
には及ばないこと。
以上の賞論結果がポット試験にありがちな生
育後期の肥料不足によ'る所謂[秩落現象jでな
いこさは、時に追肥制包しfこ損合にも同様のこ
とが確認されにことによqて明らかであるゆ
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